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バイリンガル・スペシャリスト人材紹介会社のロバート・ウォルターズ・ジャパン株式会社  （本社：東京都渋谷

区、代表取締役社長：デイビッド・スワン）は１０月３１日、英語を使って仕事をしている「バイリンガル・スペシャリ

スト」１５２人を対象としたアンケート結果を発表いたしました。今アンケートでは、外資系、日系グローバル企業

で活躍する方々が、英語で業務を遂行するにあたり、どのような悩みを抱えているか、そしてその学習状況など

を探りました。（実施期間：２０１６年８月２９日～９月２７日、対象：弊社御登録者） 

 

英語習得はやはり努力。「４人に１人がほぼ毎日勉強」 

～英語をビジネスで使う人の過半数は、「週１以上」の学習～ 

グローバル人材紹介会社ロバート・ウォルターズがバイリンガルを対象にアンケート実施 

報道関係者各位 2016 年 10 月３１日 

バイリンガル・スペシャリストの 55%が「週１回以上英語の習得努力をしている」と回答 

 
 業務で使う英語力に関する困りごとを克服するため、「週１回以上定期的に勉強している」、「ほぼ毎日し

ている」との回答者は合計で５５％、なかでも「ほぼ毎日」の回答者は２７％に上っています。 

 一方で、「ほとんどしていない」は３２％、「していない」との回答者は１３％。ただ、日々の業務で英語を使

うことで、意識的な努力をせずとも語学学習につながっている可能性も。 

 

予想通り？一番苦労しているのはやはり「スピーキング」、２番目は「リスニング」 

 英語を使う職場で働く人たちの、英語に関する悩みトップは「スピーキング」（２９％）。独自に学習する場合

にも、スピーキングの練習は難しいもの。 

 １番目と同様、２番目に挙がった「リスニング」（２８％）も、「リーディング」や「ライティング」と違い自分のペー

スでできないコミュニケーション手段。出身国や個々人による差もでる発音を聞き取り、理解することに苦心

している人も多いようです。 

 英語をビジネスで使う主な理由として、「海外本社・支社や拠点とのコミュニケーションを会話やメールで行

うため」が４４％と最も多いことからも、リスニングやスピーキング力向上の必要性を感じる人が多い理由とな

っているようです。 

 また、盲点？ながら「非英語圏の人たちの英語を理解する」ことに苦労している、という回答も複数あり。非

英語圏出身者同士のコミュニケーションでは英語力が完璧でないことも多く、お互いの意見を伝え、理解

するための努力も必要となります。 
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■ロバート・ウォルターズ・ジャパン株式会社について (https://www.robertwalters.co.jp/) 

ロバート・ウォルターズは1985年に英国・ロンドンで設立され、世界25カ国の主要都市に拠点を持つ、スペシャ

リストのための人材紹介会社です。 

ロバート・ウォルターズ・ジャパンはその日本オフィスであり、バイリンガル人材に特化しております。2000年に

東京オフィスを、2007年には大阪オフィスを開設し、正社員または派遣・契約社員の紹介をおこなっておりま

す。日本では世界有数のグローバル企業から新規参入企業や中小企業に至るまで、幅広いクライアント企業

に人材を紹介しており紹介業種・職種は多岐に渡ります。ラグビー日本代表のオフィシャルスポンサー、国立

新美術館の支援など、日本社会への貢献も目指しております。 

勉強方法、人気は「洋画や海外ドラマ等、テレビやラジオの視聴」で３４％ 

 最も多かったのは「洋画や海外ドラマなどテレビやラジオを視聴している」（34%）、次に「外国人の友人・同

僚と英語でのコミュニケーションを積極的にとっている」（29%）が多くなっています。 

 3番目に多かった「スマホ・タブレットのアプリを利用」（23％）は、朝の通勤時間を活用している人で最も多

かった勉強法のひとつ。また、朝の通勤時間勉強組では、「英語のテレビやラジオを視聴している」も多

く、スマホやタブレットを駆使して移動時間などのスキマ時間を有効活用しているよう。 

 その他では「NHK の英語学習番組」で勉強する、といった声も複数あり。 

勉強は「休日」派が最多で４１％。仕事が終わった後の「平日夜」は３４％ 

 スキマ時間を使っての勉強も「時間を有効に使う」という点で優れていますが、やはり集中して勉強したいと

いう意識からか「休日派」が最も多い結果に。２番目は「平日夜」（３４％）、３番目は「平日朝、通勤時間を利

用して」（29%）となりました。 

 

帰国子女や海外在住経験の長い人など、もともと高い英語力を持ち、英語での業務に不都合が全くない、という

人たちももちろん居るものの、やはり多くの人は何らかの努力で英語力の向上や維持に努めています。実際に、

英語を使って日々の業務に当たっているプロフェショナルたちも、やはり多くが日々の努力を続けていることがわ

かります。 

最近では、従来からの語学教室や各種教材はもちろん、オンラインでの学習サービスやスマホでの学習システム

など、英語を学ぶ手段は多岐に渡っています。日々の生活の中に少しずつ学習機会を取り込むことで、一段の英

語力向上や維持を図る習慣をつけてはいかがでしょうか？ 
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